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システムの概要と⽬的
本システムはクラウド式運⾏記録計である『ロジこんぱす』と、サイボウズ株式会社が提供する業務改善プラットフォーム『キ

ントーン』上に、運送会社の運⽤管理に必要と思われるいくつかのアプリケーション群『ロジトーン』を組み合わせることにより、
少ない労⼒で情報の収集・分析を円滑に⾏い、業務の効率化を⾏うことを⽬的としたシステムになります。

運送業の労務管理
運送業の労務管理に関するポイントはいくつかありますが、管理をする⾯で必⽤な事
項は以下に集約されます。
① 出勤時間・退勤時間から適切に拘束時間を把握しているのか。
② ⾞両出庫後の休憩・休息時間を適切に把握しているのか。

実際の労務訴訟において、給与明細上に『残業代・及び時間』の表記がない場合、実際にはなんらかの合意があったとしても、残
業代未払いとして認定されるリスクが⾮常に⾼まります。
その為既に多くの企業が給与明細に上記記載があるものと思われますが、その時間が他のエビデンス（タイムカードや業務⽇報
等）と⼀致しているのかが重要なポイントになります。
⼀般的な運⾏記録計では『休憩時間』は正しく認識できますが、『出勤時間や退勤時間』、及び⾞両の乗換や分割休息等があった
場合の運⾏等では時間を正しく計測できないケースが多く、タイムカードなどでは外出中の休憩時間や宿泊時間等を把握すること
ができません。
結果として、複数のシステムからの情報を管理者が個別に集める必要があり、多⼤な労⼒が発⽣致します。
クラウド式運⾏記録計『ロジこんぱす』では、⼀般的な運⾏記録計とことなり、 『出勤時間や退勤時間』、及び⾞両の乗換や分
割休息等があった場合の運⾏等、正確な時間情報を記録することができ、さらに『ロジトーン』を利⽤することで、残業時間の計
算やそれに応じた時給計算等を簡単に⾏うことができます。
弊社ではこれらシステムを活⽤することにより、労務状況の実態把握を⾏っていただくことを推奨しております。
※ 機能や⽂⾔、画⾯などは予告なく変更する可能性がございます。予めご了承ください。



運⾏記録計から取得するデータ ①
⼀般的な運⾏記録計では、⽇報を作成するためのボタンの有無や情報表⽰⽅法
による違いは機種により様々ございますが、基本的には『乗⾞』と『降⾞』の
時間、及びその間の情報収集を⽬的とした機械であり、その情報から改善基準
告⽰等で管理把握が必要な『拘束時間、休息時間』の計測を⾏おうとするため、
⾞両交換（運転⼿交代）の降⾞と、終業の降⾞の違いを認識できず、不正確な
情報となってしまいます。

ロジこんぱすでは、『交代』ボタンを押すことにより、直前の作業ステータス
を維持したまま『降⾞』することができ、⾞両を乗換えても同じ⽇報上で複数
の⾞両にのった履歴を表⽰し、1⽇を単⼀のガントチャートなどで確認すること
ができます。
さらに、タイムカード及び点呼の機能を無償で提供しており、情報がシームレ
スに連携されます。



運⾏記録計から取得するデータ ②

① 始業から終業迄を1⾏で記載する。
② 出勤時刻・退勤時刻を利⽤する。

出勤・退勤時刻が運転⽇報等に記載されている時刻と同じ場合は、⾞両から降りた瞬間に帰宅したのか︖
等の論点で労務訴訟時に確認されることや、出勤時刻・退勤時刻外に点呼時刻があった場合、出退勤時刻の
有効性に関する確認をされる可能性があります。

③ 通常の休憩時間と深夜時間対の休憩時間を区別して記載する。
深夜労働時間の正確な割り出しに利⽤します。

④ 勤務対象⽇
深夜0時前後の運⾏開始など、1⽇に2回出勤があった場合に、それぞれの出勤が何⽇度の運⾏であるのか
を指定します。（基本的に⾃動で⼊ります）
週40時間以上の残業計算や⽉末⽉初の〆時に、この運⾏がどちらに区分されるのかを判断するために利⽤し
ます。

これらの情報はキントーン標準のcsv読み取り機能を利⽤するため、上記項⽬名に該当する情報を⼊⼒す
ればどのような設備を利⽤されていても、ロジトーンをご利⽤いただけます。



ロジトーンの基本
ロジトーンは進化するシステムです。
運送業の管理を⽀援するアプリケーションの集合体であるロジトーンですが、他の業務に利⽤するためのアプリケーション等を
追加で開発承ることも可能です。
お客様専⽤の個別アプリケーションや、⼀般的に有益なものに関しましてはサービスに追加することを条件とし、開発費⽤の減額
もご相談にのることが出来ます。

本書では2021年6⽉2⽇時点で実装されている機能に関する説明を⾏います。

ロジトーンを利⽤するためには、当社配下にお客様専⽤のスペースを
作成することで、当社が契約する各種プラグインを利⽤や作成したア
プリケーション群を利⽤することで利⽤可能な状態となります。
〇 サービス参考価格
スペースの作成費⽤（初期費⽤） 59,800円（税別）
⽉額基本費⽤ 19,800円（税別）・⽉額
※ ログインアカウント1個付属

追加アカウント費⽤ 5,980円（税別）・⽉額
※ キントーン利⽤費⽤を含む
※ 実際の費⽤に関してはお⾒積書を参照ください。
個別のアプリケーションはロジトーントップ画⾯中央部のアイコン、
及び画⾯右端のアプリケーションリストから起動致します。



基本的設定項⽬ ①

① 会社基本情報の設定
社名、住所、代表者名、給与締⽇等を設定します。これらの情報は各種帳票の社名表⽰に利
⽤致します。

② 営業所登録
営業所名や住所、保険記号など各種情報を⼊⼒します。乗務員や⾞両の所属や経費の登録等
様々な情報は営業所単位に⾏います。

③ 雇⽤区分
雇⽤区分とは従業員に割当てる給与情報の元となる情報を⼊⼒します。
雇⽤区分の詳細、概念に関しましては次項を確認ください。



基本的設定項⽬ ② 雇⽤区分 ①
雇⽤区分では様々な給与体系に適合できるように、下記3項⽬を設定し、
名称を保存。保存した雇⽤区分を従業員に割当てることにより利⽤するこ
とができます。
① 基本労働時間の設定、みなし残業時間の設定
② 時給単価の設定
③ 残業代として割増計算をしない⼿当の設定
残業代として割増計算をしない⼿当は『家族⼿当、通勤⼿当、別居⼿当、
⼦⼥教育⼿当、住宅⼿当、臨時に⽀払われた賃、１ヶ⽉を超える期間ごと
に⽀払われる賃⾦』7項⽬に限定されます。
※ 解釈により含めなくてもよいとされている⼿当もありますので、実際
の運⽤には社労⼠、弁護⼠等専⾨家からの助⾔を活⽤してください。
本機能は1運⾏に対する売上利益の計算を⽬的とした機能の為、実際の⽀払
額計算においては、ロジトーンから出⼒する時間の情報を基に、専⾨の給
与計算ソフト等を利⽤する⼿法を推奨しております。



基本的設定項⽬ ③ 従業員台帳
所属する営業所、従業員番号、⽒名、雇い⼊れ年⽉⽇及び雇⽤区分を
選択し、基本情報から常時選任運転⼿のチェックをいれることでロジ
トーン上にドライバーとして登録されます。
※ 教育が完了していない状態の時には運転⼿選任年⽉⽇を⾚くマー
クします。初回登録時には教育等の情報が保存されていないため、こ
のように表⽰されます。

基本的な項⽬以外にも乗務員台帳に記載が必要な項⽬は本アプリケー
ションから⼊⼒ができます。

⼊⼒した内容に基づき、乗務員台
帳を出⼒することができます。

各種資格の講習期限、免許の期限
等に関しては、スケジュールを通
知。うっかりミスを防ぐことがで
きます。



基本的設定項⽬ ④ 従業員台帳 ②
従業員教育等の項⽬は専⽤のアプリケーションから⼊⼒をすることで、従
業員台帳に履歴を登録することができます。
また、従業員台帳から該当のアプリケーションを起動、データ⼊⼒を⾏う
ことも可能です。
適性診断や外部講習等は受講した証明書等をファイルとして添付、管理す
ることができます。

教育内容は正規書⾯として出⼒する
ことができます。



基本的設定項⽬ ⑤ ⾞両管理
⾞両管理表も従業員台帳同様に、必要事項を⼊⼒することにより、⾞両
管理カード（⾞両管理台帳）を出⼒することができます。
⾞検・定期点検情報の⼊⼒と期限の通知。
各種修繕費の⼊⼒。

⾃賠責・任意保険の情報。
事故台帳から事故履歴の追加。
リース情報及び償却情報の⼊⼒。（⽉額計算⾦額の⼊⼒）
また、基準となる燃費情報を⼊⼒することにより、上記各種⾦額と共に
売上粗利計算に利⽤します。

各種情報はそれぞれ個別のアプリケーションから⼊⼒し、⾞両管理表と
連動しますが、⾞両管理表からそれぞれのアプリケーションを起動する
こともできます。



基本的設定項⽬ ⑥ 荷主マスタ登録
ここでは案件や運⾏登録時に利⽤する荷主の情報を⼊⼒します。荷主情報は会社情報（取引先CD）と拠点コードの組合せで記録します。

案件や運⾏登録時にここで設定した拠点を選択します。

以上の6項⽬の設定が完了すると、勤怠関連の登録が可能になります。



稼働表による管理

稼働表では⼀⼈の⼀⽇の運⾏を⼀⾏で記載をします。稼働表への情報の追加はロジこんぱす等のcsvの読込または、⼿作業での⼊⼒で追
加をすることが出来ます。
※ ⼿作業で⼊⼒できる項⽬は『勤務対象⽇、社員番号、⾞両コード、コースCD、出勤区分、出勤時刻、退勤時刻、休憩時間、深夜休
憩時間、休息時間、⾛⾏距離、給油量、⾼速料⾦』及び、遅刻や早退等の情報、その場合の減額⾦額になります。
例えば有休等を登録する場合は休みは稼働表にcsvから取得されないため、⼿作業で作成をする必要があります。
経費、配送⼿当、運賃はコース情報（登録）より。基本賃⾦や残業代、深夜⼿当等は従業員台帳及び雇⽤区分から⾃動的い計算をします。

⼊⼒した内容を計算する際には画⾯上部の⼀括計算ボタ
ンを押してください。
⼊⼒および取り込んだ情報を基に再計算を⾏います。
⽉次の〆を⾏う場合は勤怠を集計するボタンを押してく
ださい。



稼働表による管理 ② csv
稼働表の内容を外部に保存したい場合は画⾯上の表そのものを選択、コピー、Excel等に貼付けをする
こともできますが、画⾯上部の『・・・』からファイルに書き出すを選択することで出⼒することが
出来ます。
書き出す内容を選択し、画⾯左上の『書き出す』ボタンを押してください。
CSVで取り込む場合はファイルから読み込むを選択します。

参照 を押し、csvファイルを選択
③アプリのフィールド関連付け設定に
て、社員番号を運転⼿IDに指定。

画⾯上部の読み込むボタンがおせるようになり
ますので、ボタンをおしてデータを読み込んで
ください。



稼働表による管理 ③

稼働表では取り込んだデータに異常がある場合、⾊を変更して確認を促すことができます。
出勤区分が緑⾊で表⽰されている運⾏は雇⽤区分で設定をした基本時間より、実働時間が短い場合に表⽰します。

この場合、運⾏左側⻑⽅形のアイコンから運⾏を選択し、遅刻や早退の情報を登録する
ことにより、緑⾊のマークが消えます。
⾊による通知は、拘束時間16時間以上を⾚、15時間以上をオレンジに表⽰します。

拘束時間が24時間を超えている場合等は、出退勤アプリの操作を
間違えている可能性がございます。
この場合、ロジトーン上からデータを修正することもできますが、
労務訴訟や監査等があった際に、運⾏記録計の情報と正誤性に差
異があると問題になる可能性がございます。
ご⾯倒でも、運⾏記録計の情報を修正し、ロジトーン稼働表の情
報を削除。再度データを取り込むことを推奨いたします。



稼働表による管理 ④
稼働表関連では、稼働表本体以外に⽉別燃料費、⽉別経費を⼊⼒することができます。
⽉別燃料費では営業所別⽉別の燃料リッター単価を設定でき、稼働表の⾛⾏距離、⾞両管理表の燃費
情報を基に、稼働表の燃料費概算を計算します。
⽉別経費では、営業所単位⽉別に任意の項⽬を経費として追加することが出来ます。⽉別経費の⾦額
は稼働表ではなく、実際には稼働表を集計した、営業所別売上集計時に利⽤します。

勤怠集計では稼働表の合計を⼀⼈⼀ヵ⽉⼀⾏で表⽰します。
拘束時間、実労働時間、実残業時間、みなし残業時間、みなし残業時間超過分（残業時間は⽇別残業
時間の合計及び週40時間以上を残業として表⽰しています。）深夜勤務時間。
及び、基本給、残業代、深夜⼿当、配送⼿当等を表⽰します。

本項⽬はCSVによる出⼒もでき、外部給与計算ソフト等にデータを⼊れる場合には、上記時間の部分
を利⽤することで各種ソフトとの連携が可能になります。
※ みなし残業を⽉別に⾏う場合には、拘束時間、実労働時間、実残業時間を利⽤してください。



稼働表による管理 ⑤
稼働表に表⽰する情報を絞り込む場合はキントーンの絞り込み機能を利⽤します。
各種条件に対し、⼊⼒した⽂字列と等しい、等しくない、含む等を選択することで、
営業所別の内容を表⽰する等ができます。

⽉次データを参照する場合は、絞り込み機能からも確認することができますか、2021-04 等のように検索条件に⼊⼒いただくことで、
簡単に絞り込み表⽰をすることができます。



稼働表に売上情報の追加
稼働表に売上⾦額を反映させるためには、案件の作成、運⾏の作成、コース登録により複数の運⾏と
運転⼿、⾞両の割当を⾏うことで登録を⾏うことができます。
案件は荷主情報を登録しますが、基本的には運⾏を登録するための箱となります。
運⾏には⽇付、住所、請求⾦額、⼿当、経費等の情報を⼊⼒します。実際の登録⽅法は運送業者様の
仕事内容により異なりますが、複数個所を回るコースを運⾏として設定しても構いませんし、荷積み、
荷下ろし、分けて登録しても問題ありません。
実際の配⾞はコース登録でおこない、案件を問わず複数の運⾏を割当てることができます。
これにより、メインの運⾏の前に1件⽴ち寄り等、柔軟な登録ができ、運⾏に請求費⽤や個別の経費登
録を⾏うことにより、より現状に近い形での売上・粗利の把握が可能となります。

3⽇間でニンジンを20トン
輸送する案件

5トンを輸送する運⾏ ①

5トンを輸送する運⾏ ②

5トンを輸送する運⾏ ③

5トンを輸送する運⾏ ④

〇⽉〇⽇ 太郎さん コース
⾞両 〇〇

〇⽉〇⽇ 次郎さん コース
⾞両 □□

5トンを輸送する運⾏ ①

5トンを輸送する運⾏ ②

5トンを輸送する運⾏ ③

5トンを輸送する運⾏ ④



稼働表に売上情報の追加 ② 案件管理 ①

案件管理ではまず最初に荷主を選択し、案件名を⼊⼒、総額（⼊⼒しなくてもよい）を⼊⼒して保存し案件を作成します。
その後、作成した案件に対して運⾏を追加する⼿順となります。
案件をシステムが認識する案件CDは⾃動で⼀意のものが割り振られます。
案件はCSVから取り込むこともできます。
例えば毎⽉平⽇⽉曜⽇〜⾦曜⽇ 12時〜18時迄指定の順路を訪問する案件、⽉額20万円とした場合、2021年5⽉の場合は19運⾏で
20万円となるため、1運⾏が10,526円（以下⼩数点）になり、2021年6⽉の場合は1運⾏が9,090円(以下⼩数点)となります。
1運⾏〇〇円 等の業務体系であれば案件の枠は不要ではありますが、〇〇配送センターの案件等、単に運⾏を分類する意図としても
利⽤することができます。



稼働表に売上情報の追加 ② 案件管理 ②

荷主情報等を⼊⼒、保存をすると画⾯下部に運⾏管理を登録という⽂字が表⽰されます。
このボタンを押すことにより、同案件に対して運⾏を追加することが出来ます。
なお、運⾏管理アプリから運⾏を作成することもできます。



稼働表に売上情報の追加 ③ 運⾏管理 ①
案件管理から運⾏を追加した場合は、案件CDが既に⼊⼒された状態に
なっております。この場合は取得ボタンを押してください。
運⾏管理から追加する場合は、この項⽬に追加したい案件CDを⼊⼒しま
す。
なお、案件同様に運⾏もCSVで登録することが出来ます。
運⾏管理CDは⾃動的に連番が割り当てられますが、CSVから登録をする
場合は⾃分で重複しない番号を⼊⼒する必要があります。

運⾏管理では⼤きくわけて3個の⼊⼒項⽬で構成されています。
① 運⾏⽇、運⾏名、住所等の情報

請求⾦額が売上として登録されます。
② 配送⼿当、経費

其々⼈件費、経費として追加されますが、配送⼿当に関して
は残業割増の計算を⾏わない為、残業代を含んだ割増歩合⼿
当である等明確な定義の上社労⼠、弁護⼠等に相談の上追加
を⾏ってください。

③ コース紐づけ
こちらは紐づけが⾏われているか否かの確認となります。



稼働表に売上情報の追加 ④ 運⾏管理 ②
内容がほぼ変わらない運⾏を追加する場合は、作成データの再利⽤を⾏うと作
業の労⼒が軽減できます。
画⾯右上のアイコンをクリックし、⽇付や運⾏名等を変更して保存をします。

CSVから⼊⼒をする場合は別途様式をお渡しいたしますが、1⾏単位で運⾏を記載していく形式となります。

運⾏管理アプリからは登録内容の⼀覧
を確認することが出来ます。
コース登録が完了すると、⾚く登録と
記載します。
運⾏⽇直前に登録となってない運⾏が
ある場合は、コース登録漏れとなりま
すので⾄急対応が必要になります。



稼働表に売上情報の追加 ⑤ 運⾏管理 ③

稼働表同様の⼿順で登録
※ データ項⽬の関連設定は不要です。

運⾏管理アプリから運⾏が追加されていることを確認。

案件管理アプリにも、指定した案件に運⾏が追加されていることが確認できます。
運⾏登録の定義は1⽇1⼈1台で完結する最⼩限の業務という形になり、請求総額を運
⾏に分散することにより、1⽇の作業の売上・利益計算に役⽴てることができます。
このように案件・運⾏を登録後に、⾞両や⼈員を割当てるコース登録を⾏います。



稼働表に売上情報の追加 ⑥ コース登録 ①

コース登録では、コースを作成（コースCDは⾃動的に割り当てられます）し、そのコースに対し、⼈員、⾞両、運⾏を割当てる形で作
成を⾏います。
ロジトーンでは稼働表を⽤いた1⽇単位の収益計算を⾏うため、1⽇分の仕事としてコースを作成する形式となります。
連泊の場合4泊5⽇等でコースを作成することもあると思いますが、その場合登録上は5個のコースを作成登録するような形になります。



稼働表に売上情報の追加 ⑦ コース登録 ②
コースの作成はコース名、運⾏⽇程、従業員、⾞両を選択保存し、作成したコー
スに運⾏を追加する形式で作成します。
運⾏の追加は 取得 を押すと、上で設定した運⾏⽇付の運⾏⼀覧を表⽰します。

運⾏は1度に複数追加できますが、登録を反映させるため
には都度画⾯上部の保存ボタンを押す必要があります。

保存をすると、割当てた運⾏は表⽰されなくなります。

登録完了後、コース登録アプリから、コース⼀括計算処理、稼働表⼀括紐づけの
ボタンを順に押してください。



稼働表に売上情報の追加 ⑧
このようにコースを登録することで稼働表に運賃の情報が表⽰
されます。

各種⾦額を登録するためには、稼働表上部の⼀括計算、勤怠を
集計するを押してください。

粗利額を出した後、営業所単位の各種経費情報を⼊⼒すること
で、売上集計を⾏うことが出来ます。
営業所単位の経費は⽉次経費から。
燃費計算で利⽤する単価は⽉別燃料費から⼊⼒します。



営業所別売上集計 ①
営業所別売上集計では、稼働表を中⼼とした各種アプリから⼊⼒した情報を基に⽉別営業所別
の売上・粗利を計算するアプリケーションです。
様々なアプリからデータが集まる場所になりますので、売上・粗利を確認する前に都度、画⾯
上部の売上粗利計算ボタンを押してください。

営業所別売上集計では以下のデータを取り扱います
売上⾦額・・・・・・コースの運賃を集計（稼働表に運賃が⼊ってそれを集計）
⾼速代・・・・・・・稼働表の⾼速代（CSVの⾼速代）
燃料概算費・・・・・料費を設定したあと稼働表に燃料代が計算されるのを集計（稼働表から）
経費・・・・・・・・コース登録で設定してる経費を集計（稼働表にコースがはいったら集計）
⼈件費・・・・・・・稼働表の給与から集計
営業所家賃・・・・・営業所別⽉別経費登録
今⽉の⾞検費⽤・・・⾞検アプリから集計
今⽉の⾃賠責費⽤・・⾃賠責アプリから集計
今⽉の任意保険費⽤・任意保険アプリから集計
⾞両リース料⾦・・・⼿法調査中。
今⽉の修繕費⽤・・・修繕アプリから集計
今⽉の点検費⽤・・・点検アプリの点検費⽤から集計
今⽉の点検修繕費⽤・点検アプリの点検修繕費から集計
今⽉の営業所経費・・営業所⽉別経費アプリから集計
売上粗利⾦額・・・・売上ー各経費の差額
※ ⾞両リース料⾦のみ⼿法を確認中です

集計結果はキントーンの機能を利⽤しグラフとし
て表⽰することができます。
参考までに⽉別売上グラフ、売上推移折れ線グラ
フをご⽤意しております。



営業所別売上集計 ②

異なる形状のグラフをご希望の場合は画⾯左側 アイコンから独⾃に設定する
こともできますが、弊社側で作成することもできます。
お⾒積り致します。



教育関連 ①
ロジトーンでは教育の履歴の管理、帳票が必要な場合はその出⼒、予定管理等を⾏うことができます。

① 従業員教育
従業員教育マスタの作成及び出⼒
従業員教育スケジュール
従業員教育記録簿の作成

② 初任運転者教育記録簿の作成
従業員台帳 ドライバー選任時にリマインドを⾏う。

③ ⾼齢者、事故惹起運転者の教育

これらで作成、登録した情報は乗務員台帳に⾃動的に追加となり、初任運転者教育等に関しては実施していない場合
は乗務員台帳に注意を促します。



教育関連 ② 従業員教育 ①
乗務員教育では以下三種類のアプリケーションから⼊⼒を⾏います。

① 乗務員教育登録マスタ 12項⽬の教育内容を⼤項⽬、中項⽬１〜5で作成します。
② 乗務員教育スケジュール 営業所毎に何⽉にどの項⽬を実施するのか等を設定し、乗務員教育年間スケジュールを
出⼒します。中項⽬詳細迄表⽰した横型、⼤項⽬のみを記載した縦型（トラック協会等が公開している様式）の
⼆種類から選択できます。

③ 乗務員教育登録 乗務員教育の開催⽇を設定し、参加者情報を⼊⼒。従業員教育記録簿を出⼒します。



教育関連 ③ 従業員教育 ② 従業員教育登録マスタ
従業員教育登録マスタでは、教育内容に関する項⽬を設定し、その情報を基に乗務員教育スケジュール等で利⽤します。
初期設定として12項⽬の内容を記⼊しておりますので、適時修正、訂正をしてご利⽤ください。



教育関連 ④ 従業員教育 ③ 乗務員教育スケジュール

乗務員教育スケジュールでは年間の計画を作成することができます。
右端の『+』アイコンを押すことで⾏数を増やし、12か⽉分を作成頂く形になります。
NOの部分では、乗務員教育マスタで登録を⾏った番号を選択、取得を押すことで内容を取得、表⽰をします。

保存後 画⾯上部の出⼒ボタンを押すことで教育スケジュールを出⼒致します。







教育関連 ⑤ 従業員教育 ④ 乗務員教育登録
乗務員教育登録では、実際に実施した乗務員教育の⽇付、参加者等を登録。
または、実施予定を登録し、実施後に参加者のステータスを変更する等により、教育実施有無の確認及び乗務員教育記録簿を出⼒するこ
とができます。

① 最初に教育を登録する営業所を選択してください。
これにより、従業員を追加する際に該当する営業所に
所属する⼈員のみを表⽰します。

② 次に参加する従業員を登録します。



教育関連 ⑥ その他教育の登録
ロジトーンでは、『初任運転者教育指導記録簿』『⾼齢運転者教育記録簿録』『事故惹起運転者教育記録簿録』それぞれの教育記録、講
習の受講履歴を登録し、帳票を出⼒することができます。

初任運転者教育は従業員台帳で選任運転⼿の項⽬を選択すると、教育実施の注意
書きが乗務員台帳に追加されます。
初任運転者教育を登録することで、注意は消えます。

⾼齢者教育のように指定期間内に再受講が必要なものに関しては、初回登録後に
次回講習⽇が⾃動的に設定され、カレンダーで注意を促します。



従業員管理各種 ① 運転免許証
従業員台帳で設定した内容を基に、更新⽇のカレンダーを作成。
期限が切れる前に予定を通知します。

カレンダー右上の＋を押すことで、更新情報を登録することがで
きます。

更新内容は従業員台帳に反映されます。



従業員管理各種 ② 健康診断
健康診断アプリでは、健康診断結果の添付・保管（医療機関より届いたデータ等）、結果の⼊⼒や、再検査が必要な場合の印刷。
次回予定の⼊⼒とそのリマインドを⾏うことができます。

健康診断内容を登録保存後、画⾯上部の次回健康診断予約を押すことで、カレンダーに
追加、リマインドが実施されます。

健康診断の間隔（年1回、年2回）は従業員台帳の『保険・健康診断』から設定を⾏い、
健康診断アプリで登録した履歴も従業員台帳に⾃動的に追加されます。



従業員管理各種 ③ 事故台帳
事故台帳では、必要事項を記載することにより事故履歴の保管、事故記録簿及び⾃動⾞事故報告書の出⼒、⾞両管理台帳及び乗務員台
帳への事故情報の追加を⾏うアプリケーションです。

記載情報は⽂字情報だけではなく、各種ファイルを添付で
きるようにしてあり、事故の正確な記録を保存することが
できます。



⾞両管理
ロジトーンでは、⾞検や定期点検の期限確認、売上・粗利集計で利⽤する点検整備費、修繕費、保険費⽤等の登録。及び⾞両の移動履
歴を登録し、⾞両台帳を出⼒することができます。

⾞検や保険、点検登録は⾞両名を選択し、⽇付や⾦額、書類を添付することが
でき、更新情報を⾞両管理表に追加し、終了⽇の前に事前に通知をすることが
できます。
これら費⽤は毎⽉の経費として営業所単位に計算をします。

⾞両修繕も同様に設定を⾏い、修理⽇の該当する⽉に費⽤を計上します。

⾞両移動アプリは、⾞両管理表で登録した⾞両を⾞両台帳 総括表及び⾞両台帳
営業所別配置明細書に掲載する際に利⽤します。

営業所間の⾞両移動もこちらから設定ができます。




